　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学研究部
[bookmark: _GoBack]2025年度　学術図書出版推進プログラム　申請調書
年　月　日
副学長（研究担当）殿
	申請者
	所属機関（学部/学科/専攻/コース）・職名：
氏名：
	教職員番号


	採否連絡先
	E-Mail:

	図書発行時に、上欄の職名から変更がある方（予定含む）は、右欄にその職名を記入してください。
	職名：



	書名
	

	編著者
	編者・著者・著作権者（申請者を含む）全員の所属機関・職名・氏名・役割を記載してください。

	
	




	発行所
	

	入稿予定年月日
	年　　月　　日
	発行予定年月日
	　　　　　年　　月　　日

	和文・欧文の別
	和文・欧文・その他（　　　　　）
	判型
	
	総頁
	　　　ページ

	発行部数
	市販用
	その他
	計
	税込み定価
	　　　　　　　　　円

	
	　　部
	　　部
	　　　部
	
	



	出版物の種別（該当に○印）
	
	博士号取得のための著書の刊行の場合、記入

	
	①専門分野における優れた研究業績
	
	申請/取得学位名称
	博士（
	
	）

	
	②学術的価値の高い研究成果で、外国語による出版
	
	
	
	
	

	
	③学術的価値の高い外国の古典その他の文献の翻訳
	
	審査/授与
機関名称
	

	
	④古文書などの貴重な文献・史料の翻刻・覆刻
	
	
	

	
	⑤博士号取得のための著書の刊行＜単著のみ＞⇒右欄記入
	
	取得（予定）年月日
	

	
	⑥上記項目と同等の学術的価値を有し出版に値するもの
	
	
	



	令和7(2025)年度　科学研究費助成事業　研究成果公開促進費（学術図書）　新規申請実績
	有・無



	
	見積書合計金額　※
(a)=(b)+(c)
	内、発行所負担額
（本助成申請額含む）(b)
	私費・その他助成
(c)
	助成申請額

	直接出版経費
	
	
	
	

	翻訳・校閲経費
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


※直接出版経費は「見積書（学術図書刊行用）」の合計(Ａ)の金額、翻訳・校閲経費は「見積書（学術図書翻訳・校閲用）」の合計金額

	審査において優先される項目（該当に○印）

	
	1 若手研究者の申請※2025年4月1日現在で博士学位取得後7年未満の者(2018年4月1日以降に学位取得の者)


	
	2 初著である学術図書出版

	
	3 博士号取得のための学術図書出版

	
	4 英語等の外国語による学術図書出版

	
	5 大学の助教、特任助教、助手＜教員系列のみ＞、専門研究員、研究員および博士後期課程学生等が加わっている学術図書出版（共著として出版する場合）

	
	6 令和7年度科学研究費助成事業－科研費－ 研究成果公開促進費（学術図書）に新規申請した課題である


	
Ⅰ．刊行物の内容等

	1 刊行の目的及び意義について、簡潔に記述してください。（字の大きさは10.5ポイント）

	
























	②刊行物の概要について、簡潔に記述してください。（字の大きさは10.5ポイント）

	























	③刊行物の目次（項目）について、記述してください。（字の大きさは10.5ポイント）

	



























	④出版社の見積書が1社の場合、その理由について記述してください。（字の大きさは10.5ポイント）

	










※申請にあたっては、立命館大学研究者学術情報データベース（研究者DB）から、過去5年間（2020年4月1日～2024年度申請時点まで）の 研究業績一覧（「著書」、「論文」、「研究発表等」）を出力し、本申請調書に添付して提出してください。なお、特任助教、助手＜教員系列のみ＞、専門研究員、研究員、プロジェクト研究員＜日本学術振興会特別研究員（PD・RPD）のみ＞は、別途定める書式に研究業績（「著書」、「論文」、「研究発表等」）を記載し、申請調書に添付して提出してください。
【研究者DB研究業績一覧出力ページ】：https://researchdb.ritsumei.ac.jp/ritap/P300
【研究業績書の出力方法】：http://www.ritsumei.ac.jp/research/member/file2016/003/033/033-p02.pdf

　※申請調書は全体で3ページ以内としてください。
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